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ロボット支援手術の執刀機会に男女差！ 

—— 新規術式導入に潜むジェンダーバイアス—— 

―Surgery に発表―  

 

研究のポイント 

◆ 日本消化器外科学会 による National Clinical Database を用いた全国規模研究において、ロ

ボット支援手術導入初期における男女外科医の執刀数の差を調査しました。対象は幽門側胃切除術

および低位前方切除術で、術式別・経験年数別に外科医 1人あたりの執刀数を比較しました。 

◆ 男性外科医では経験年数の増加とともにロボット支援手術の執刀数が増加した一方、女性外科

医では同様の増加傾向は認められませんでした。男女差は医師免許取得後約 10年前後から拡大

し、新規術式導入期において女性外科医への執刀機会配分が十分ではない可能性が示されました。 

◆ ロボット支援手術は今後の消化器外科診療における中心的技術の一つであり、導入初期におけ

る教育・執刀機会の偏在は、将来的なキャリア形成や指導的立場への到達にも影響を及ぼす可能性

があります。持続可能な外科医療体制の構築に向け、公平な修練機会確保の重要性が示唆されまし

た。 

概 要 

外科医がどの手術を執刀するかは、各施設の診療科トップや指導医によって決定されることが多

く、手術経験は外科医のキャリア形成に大きな影響を与えます。これまでの研究により、女性外科

医は男性外科医と比較して執刀機会が少ないことが報告されていました。しかし、新しい手術技術

が導入される初期段階において、その経験機会に男女差が存在するかという点については十分に検

討されていませんでした。 



 

 

大阪医科薬科大学の河野恵美子助教および東京大学の野村幸世教授らの研究グループは、日本の外

科手術の 95%以上が登録されている National Clinical Database（NCD）のデータを用いて、幽門

側胃切除術および低位前方切除術を対象に、ロボット支援手術，腹腔鏡手術，開腹手術それぞれに

おける外科医 1人あたりの執刀数を、経験年数別・男女別に解析しました。 

その結果、開腹手術や腹腔鏡手術では執刀機会の男女格差は改善傾向がみられた一方、ロボット支

援手術では男性外科医で執刀数が増加するのに対し、女性外科医では同様の増加傾向は認められま

せんでした。特に経験年数の増加とともに男女差が拡大する傾向がみられ、新規術式導入時におけ

る修練機会の偏在が示唆されました。 

 

 

 

この研究成果は 2026 年 8月 4日に米国の学術誌「Surgery」にオンライン掲載されました。 
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研究の背景 

近年、外科領域では女性医師の割合が増加しています。しかし、外科教授や診療科トップなど指導

的立場に占める女性の割合は依然として極めて低く、日本消化器外科学会認定施設の代表者に占め

る女性は約 1％にとどまっています。その背景には、長時間労働や固定的な性別役割意識、ロール

モデル不足など様々な要因が指摘されていますが、外科医として成長する上で重要な「どの医師に

手術経験の機会が与えられるのか」という点については、これまで十分に検討されてきませんでし

た。 

我々は 2022 年、日本の外科手術の 95%以上が登録されている大規模データベース「National 

Clinical Database（NCD）」を用いた研究により、女性外科医は男性外科医と比較して執刀機会が

少なく、特に難しい手術でその差が大きいことを報告しました。その後、日本消化器外科学会では

「函館宣言」などを通じて男女格差是正に取り組み、改善傾向もみられています。 

一方、近年は腹腔鏡手術やロボット支援手術など、新しい術式が急速に普及しています。特にロボ

ット支援手術は 2018 年以降、全国で急速に導入が進んでいます。しかし、新しい術式の導入初期

において、その経験機会に男女差が存在するかについては明らかではありませんでした。そこで本

研究では、急速に普及するロボット支援手術に着目し，導入初期における執刀機会の男女差につい

て，全国規模データベースを用いて検討しました。 

 

 

本研究が社会に与える意義（社会的意義） 

今回の研究により、ロボット支援手術導入初期において、女性外科医の執刀機会が男性外科医より

少ないことが明らかとなりました。ロボット支援手術は今後の消化器外科診療における重要な術式

であり、導入初期の経験機会の差は、将来的な技術習得やキャリア形成にも影響を及ぼす可能性が

あります。本研究成果は、外科領域におけるジェンダー平等の推進と、持続可能な外科医療体制の

構築につながることが期待されます。 

 

研究者のコメント 

日本消化器外科学会は、「函館宣言」などを通じて執刀機会の男女格差是正に取り組んできまし

た。その結果、執刀機会の男女格差は改善傾向がみられています。一方、手術アプローチ別に検討

すると、開腹手術や腹腔鏡手術に比べて、ロボット支援手術で男女差がより顕著である可能性が示

されました。今後、新しい術式においても、女性外科医が公平に修練機会を得られる環境整備が進

み、外科領域におけるジェンダー平等や女性のエンパワーメントの実現につながることを期待して

います。 
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